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当センターでは、昨年度、訓練修了者８名が就職いた
しました。
しかしながら、先行き不透明な雇用情勢のなか、今後も障
がい者への就労支援には困難が予想されます。
このため、本年４月に平成２２年度から２６年度までの５カ
年間における“中期運営計画”を策定し、充実した就労支
援体制づくりに着手したところです。
当センターでは、これから職業準備訓練を受講する方々
に、瞳を輝かせるときが来ることを願って支援に努めてま
いります。
今後も皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。

職場実習、就職者数の推移
（Ｈ１８年度～Ｈ２１年度）
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実習件数 就職者数 定着率

A事業所
13%

B事業所
11%

C事業所
9%

その他
51%

　　　　　県内におけるサービス事業所別就職者割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ１８年～Ｈ２０累計）

定着率１００％！過去４年の離職者は、ゼロ！
（再就職者含）開所来の就職者は、７８名です。

※宮崎県指定障害福祉サービス事業者一覧（Ｈ21.6）より抽出して作成※定着：Ｈ22.6.1現在、就労中の者

高い占有率職業準備訓練からスタートした当センターな

らではの、ノウハウを活かし社会参加（就労）を応援します。

就職の状況について（次項で、修了生の職場での様子を紹介します）

　
わたしは、就職して5ヶ月経ちました。

センターに入所したときを思い出します。あの時は、卒業後の
ブランクも長く、キャリアも殆どなかったので、就職は無理だ
と思っていました。でも、働かなきゃいけないと思っていたの
で、センターに入りました。わたしは、訓練が始まって、就職
できるまでにだいぶ時間がかかるだろうと覚悟していました。
訓練は、半日から始めて、慣れてきた頃に一日になり、それが
良かったと思います。ラジオ体操やダンベル体操やランニング
などもあって、私はだんだん体力がついてきました。途中で体
調崩して辛かったこともありました。でも、それを乗り越えて
頑張れたと思います。あと、作業日誌をつけたり、その時の気
持ちを書いたりして、だんだん感情のコントロールができたの
も良かったです。
　今は将来のために、習い事や資格取得、サークルやボラン
ティアなどにも挑戦したいです。

　センターに通う前は、精神的にものすごく不安定
で、何か恐ろしいことがあるのか、いつもびくびく
している子でした。それが、段々穏やかになりまし
た。今ではベランダで花を育て、毎日手入れをした
り、NHKで録画した手話講習をみて勉強するなど、
いろんなことに興味を持って楽しみながら取組める
ようになり、とても嬉しく思っています。
　外の仕事はこれからが厳しい時期になってきます
ので、体力をつけてもらって、元気に頑張ってほし
いと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　～母より～

　　みなさん、お元気ですか？　～修了生Ｔさんからのお便り～

今、この通信をご覧になっている皆様に感謝申し上
げます。

唐突ですが、先日、修了生２名が入れ違いでセンタ
ーを訪ねてくれました。もちろんこの通信の“就職
しました！”のコーナーに登場した方たちです。
それから１年を過ぎた彼らは、いずれも職業人とし
てひとまわり、いや、ふたまわり以上も成長した姿
を見せてくれました。そして、目を輝かせて仕事の
こと等々を話してくれた彼らを見て、心から嬉しく
思いました。
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